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ローカライズ企業としてESECに初出展
「UI ローカライズ のスピードアップ」をご提案

アラヤ株式会社

アラヤ株式会社はこの度、ESEC（「第12回 組込みシステム開発技術展」主催：リード エグジビション ジャ

パン、5月13～ 15日、於 東京ビッグサイト）に、ローカライズ企業として初出展します。「～グローバル

展開を成功に導く～ ローカライズ スピードアップのご提案」をテーマに、輸出製品に搭載されている組込

みシステムの多言語版制作におけるノウハウをご紹介します。

「言語」は輸出製品の「最後の部品」

輸出用の家電製品や工作機械には、外国語のUI（ユーザーインターフェース）が組み込まれています。製

品によっては30言語以上というケースも珍しくありません。つまり「言語」は輸出製品にとって必要不可

欠な「部品」̶ これまであまり注目されなかったという意味で「最後の部品」ともいえます。しかも低品質な

UIは、製品の出荷停止を招くこともあり、輸出企業にとってはグローバル展開を左右する極めて重要な部

品なのです。

輸出産業を支えるローカライズ企業・アラヤ

数十言語に及ぶUIやマニュアルの外国語版作成―すなわち「ローカライズ」を効率的に行うには、専門的

な知識と技術が必要とされるため、輸出企業の多くはこの業務を社外に委託しています。ローカライズ企業

は、独自のノウハウで日本の輸出産業を支えているのです。アラヤはローカライズ業界の中でも急成長を遂

げている注目の企業です。

UIローカライズのスピードアップで「世界同時発売」をサポート

アラヤは、大手家電・工作機械メーカーのマニュアルやUIのローカライズを数多く手がけてきた経験か

ら、言語とIT知識を駆使したローカライズのノウハウを蓄積してきました。他社に先駆けて「世界同時発売」

を可能にする体制を実現し、海外市場制覇を目指す輸出企業の皆さまを、アラヤ独自の技術と経験でサポー

トする̶それが私たちのミッションです。

The Localization Innovatorとして、さらなる成長の契機に

輸出企業と組込みシステム開発会社の皆さまに、ローカライズ業務の重要性を認識していただきたい。グ

ローバル展開を成功させるためにアラヤのソリューションを活用していただきたい。会場でお客さまの生

の声をお聞かせいただいてさらなるサービス向上を図りたい̶このような思いから、アラヤはESECへの

初出展を決意しました。“The Localization Innovator”への新たなる成長の契機とするべく、成功に向け

て社員一同、力を結集します。
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出展詳細

会　　　期：	2009年5月13日（水）～15日（金）

会　　　場：	東京ビッグサイト（東京国際展示場）

ブースNo.：	東44‒13

プレゼンテーション：	「～グローバル展開を成功に導く～ ローカライズ スピードアップのご提案」

	 ブースにて1日3回（11：00、13：30、15：30）実施

「アラヤのコーポレートカラーである赤と白で統一し、フラットな装飾で整然とした空間を作り上げることにより、アラヤのブ
ランドイメージを明確に伝える」というコンセプトのもとにデザインされたブース。カフェさながらのおしゃれな雰囲気。
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■ ローカライズとは

家電製品や工作機械をはじめとする各種製品のユーザーインターフェース（UI）やマニュアルなどを、輸

出先の国・地域で使用できるように翻訳したり、日時、通貨、単位などの表記を現地の事情に合わせて改良、

変更したりすることです。ローカリゼーション（Localization）ともいいます。

■ アラヤの特長

ローカライズ企業は、主に印刷会社系と翻訳会社系に分けられますが、アラヤは後者にあたります。小規

模な企業が多い翻訳業界では、スタッフ90名、国内3拠点・海外４拠点と、最大級です。世界50カ国・地

域に翻訳ネットワークを有する一方、作業の効率化やQAの精度向上のためにオリジナルツールを開発す

るなど、ローカライズの専門企業として、さまざまな取り組みを行っています。

また、制作担当スタッフのほぼ全員が英語でのコミュニケーションが可能で、英語以外の言語に堪能なス

タッフも珍しくありません。

東京・代官山にある本社は、コーポレートカラーの赤と白で統一され、数多くの絵画が飾られたデザイン

オフィスです。クリエイティブで明るい雰囲気が、スタッフにも会社を訪れるお客さまにも大変好評です。

■ アラヤ株式会社について

名　　　称：	アラヤ株式会社

設　　　立：	2004年4月2日

代表取締役：	中嶌 重富

資　本　金：	59,300,000円

社　員　数：	90名（2009年4月現在）

U    R    L：	http://www.alaya.co.jp

東 京 本 社：	〒153-0061 東京都目黒区中目黒1-1-71 ニールセンビル2F 

	 TEL. （03）5773-1811（代表）

国 内 拠 点：	アラヤ株式会社 大阪支社（大阪府吹田市） 

　　　　　　	アラヤ株式会社 福岡支社（福岡市博多区）

海 外 拠 点：	ALAYA Europe GmbH（ドイツ・デュッセルドルフ） 

	 大連アラヤ信息科技有限公司（中国・大連） 

	 アラヤ香港有限公司（中国・香港） 

	 アモイアラヤ駐在員事務所（中国・アモイ）

主 要 業 務：	ソフトウエア／組込みシステム等のローカライズ 

	 各種ドキュメントのコンテンツ制作 

	 コンテンツの多言語翻訳
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代表取締役　中嶌重富

本社オフィス。“Work in the Gallery”をテーマに、笹尾光彦氏の作品をはじめ多くのアート作品が飾られている

■報道関係対応窓口■
アラヤ株式会社　広報担当：一海（いっかい）、飾磨（しかま）
TEL (03)5773-1811  FAX (03)5773-1814　E-mail：pr @alaya.co.jp


